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はじめに 天然ガス等の微量水分計ではバック

グラウンドガスの組成変動の検出が必要な場合

がある。そこで、ボール SAW センサ[1]の漏洩減

衰と水分による減衰の周波数依存性の違いを用

いてこれを実現する方法を検討する。 

原理  SAW の気体への漏洩減衰は 

( ) / ( ) ( ) / ( )2
L S SfP V M RT     (1) 

で与えられる[2]。ここでM は分子量、Pは圧力、

 は定圧定積比熱比である。 

２つの周波数 1f と 2f  における SAWセンサの減

衰 1 と 2 を測定し Leakage factor 
2

2 1 1 2( / ) /L f f l        (2) 

を測ると、これを用いて、水分濃度に依存せずガ

スの組成を反映する Gas parameter 

2( / )(9 3 )yLG M B a l         (3) 

が求められる。ただし、 
2
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で、 2a は電極散乱などの素子減衰、 y はその周

波数依存性の指数、 lは伝搬距離である。 

実験 Fig.1 の配置で露点を-60℃に設定して、バ

ックグラウンドガスを変えて、ボール SAW 微量

水分計により 1f =80MHz と 2f =240MHz におけ

る減衰の変化を測定した結果 Fig.2 を得た。 

 

Fig.1 Experimental setup 

式(2)により求めた Leakage factor は、Fig.3 のよう
に変化した。そこで N2 と Ar の Gas parameter
の値を用いて式(3)の未知係数を校正した結
果、B =0.1085 および 2( / )(9 3 )ya l  =58.53 
dB/m となった。 

 

Fig. 2 Attenuation at 80MHz and 240 MHz 

 
Fig. 3 Leakage factor 
これから式(3)により CH4、Air および露点-50℃

で 4 種ガスの Gas parameter を求めると、Fig.4 に
示すように測定値は真値とよく一致した。 
結論 水分濃度と独立にバックグラウンドガス
の変動が検出され、本方法の可能性が示された。 

 
 
Fig.4 
Comparison of 
measured and 
true values of 
Gas parameter 
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